
 

 

 

 

 

  

 

 

次期理事長予定者からのコメント 

 

 本日３月７日、静岡県より発表のありました、次期静岡県公立大学法人理事長予定者

である 今井 康之（いまい やすゆき）氏より、コメントを発表します。 

※ 今井 康之 氏は、現在、理事兼副学長です。 

 

 

 

＜今井 康之 氏コメント＞ 

 

 私が静岡県公立大学法人において、次期理事長予定者と決定されました。 

 地域社会や国際社会で活躍する多くの人材を輩出してきた静岡県の最高学府である

静岡県公立大学法人の理事長予定者となりますことは、大変な名誉でありますとともに

重責を担うことと認識しています。 

 経営面と教育面を戦略的・効果的に運営し、本学の更なる発展のために全力を尽くす

とともに、本学の教育・研究／地域貢献及び学習環境をしっかりと構築していきたいと

考えております。なにより「本学に入学して良かった」と在校生、卒業生に感じてもら

れえるような大学を目指します。 

 

 

 

 

 

令和６年３月７日 

今井 康之 

 

 

※ 主な職歴、教育研究業績等は別添のとおり。 

 

 

 

 

 

 

提 供 日     2024/3/7 

タイトル  次期理事長予定者からのコメント 

発信担当 静岡県公立大学法人 経営戦略部 

（054-264-5206） 

     

静岡県立大学記者提供資料 

 



 

（ふりがな） 

氏   名 

(いまい   やすゆき) 

今 井   康 之 

生 年 月 日 １９５５年 ２月 ２７日生（満 69歳） 

学   歴 

年 月 事      項 

1977年 3月 

1982年 3月 

東京大学薬学部 薬学科 卒業 
東京大学大学院 薬学系研究科 
博士課程生命薬学専攻修了 

学   位 
年 月 事          項 

1982年 3月 薬学博士 東京大学大学院薬学系研究科 

主 な 職 歴 

年 月 事          項 

1982年 4月 

1983年  2月 

1985年  5月 

1997年  4月 

1998年  6月 

2015年  4月 

2020年  4月 

日本学術振興会 奨励研究員 
東京大学薬学部 教務職員 

東京大学薬学部 助手 

東京大学薬学部 助教授 

静岡県立大学薬学部 教授 

静岡県公立大学法人 理事・副学長(現在に至る) 

静岡県立大学薬学部特任教授(現在に至る) 

主 な 教 育 

研 究 業 績 

年 月 事          項 

1993年  2月 

 

 

2002年 4月 

 

 

2007年  4月 

2009年 4月 

2011年 10月 

2012年  8月 

 

 

 

 

2021年  8月 

 

2022年 10月 

 

 

2023年  3月 

 

Y. Imai, S.D. Rosen et al.: Sulfation requirement for 
GlyCAM-1, an endothelial ligand for L-selectin. Nature, 
361, 555–557 (1993) 

Y. Imai et al.: Lack of Shiga-like toxin binding sites in germinal 
centres of mouse lymphoid tissues. Immunology, 105, 509–
514 (2002) 

静岡県立大学大学院薬学研究科長(～2011) 
静岡県立大学グローバル COE 拠点リーダー(～2011) 
静岡県立大学薬学部長(～2013) 
T. Shiba, Y. Imai et al.: Transient receptor potential ankyrin 1 

activation enhances hapten sensitization in a T-helper type 
2-driven fluorescein isothiocyanate-induced contact 
hypersensitivity mouse model. Toxicol. Appl. Pharmacol., 
264, 370–376 (2012) 

今井康之・増澤俊幸 編著：「微生物学〜病原微生物と

治療薬 改訂第８版」南江堂、東京 
K. Nakanishi, Y. Imai et al.: Prevention of Shiga toxin 1-

caused colon injury by plant-derived recombinant IgA. Sci. 
Rep., 12, 17999 (2022) 

A. Orii, Y. Imai et al: Comparison of adjuvant mechanisms of 
medium-chain triacylglycerol in a mouse FITC-induced 
contact hypersensitivity model. Toxicology 488, 153482 
(2023) 

 

 

 

 

 



 

学会及び社会 

における活動等 

年 月 事          項 

2001年 4月 

2001年 4月 

2003年 6月 

2005年 4月 

2008年 4月 

2009年 2月 

2011年 2月 

2011年 10月 

2012年  2月 

2012年  2月 

2021年  6月 

 

 

2013年 4月 

2015年 4月 

2015年 4月 

2015年 4月 

2015年 4月 

2020年 4月 

2021年 4月 

2021年 4月 

日本生化学会評議員（～2019） 

日本糖質学会評議員（～2019） 

マクロファージ分子細胞生物学研究会幹事（～2011） 

日本学術振興会・科学研究費委員会専門委員(～2019) 

日本生化学会「生化学」誌企画委員（～2013） 

日本薬学会東海支部幹事（～2010） 

日本薬学会代議員（～2019） 

全国薬科大学長・薬学部長会議理事(～2012) 

日本薬学会 東海支部長(～2013)  

静岡県薬事審議会委員(～2014) 

公益財団法人日本薬剤師研修センター理事(現在に至る) 

  

静岡県立大学 

学長補佐/国際交流委員会委員長(～2015) 

中期・年度計画推進委員会委員長(現在に至る) 

教員人事委員会委員長(現在に至る) 

研究倫理審査委員会委員長(現在に至る) 

教務委員会委員長(現在に至る) 

ハラスメント防止対策委員会委員長(現在に至る) 

大学質保証委員会委員長(現在に至る) 

法人質保証委員会委員長(現在に至る) 

そ の 他 

特 記 事 項 

1989年 4月〜1992年 3月：米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校 

(UCSF) 医学部 博士研究員（Department of Anatomy） 

2003年：米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校 (UCSF) 医学部 客

員教授（Department of Anatomy） 

2017年 4月：中国浙江省医学科学院 客員教授(〜2022 年 3月) 

2023年 4月：中国杭州医学院 客員教授（現在に至る） 

 

 

 

 


	20240307_press
	今井氏の主な職歴等

